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日曜・祭目 0月 曜を除く毎日 ‐
13時～20時

マ
ナ
ス
ル
登
頂
三
十
年
に
想
う

大

塚

博

美

き
で
、
何
か
め
ぐ
り
来
る
因
縁
を
強
く

感
じ
な
い
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
。

当
時
、
若
手
の
一
人
と
し
て
登
山
隊

に
参
加
し
た
私
に
と
っ
て
、
山
田
隊
の

示
し
た
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
と
そ
の

成
果
が
示
す
も
の
は
、　
マ
ナ
ス
ル
初
登

頂
以
降
の
登
山
の
進
歩
と
変
遷
、
そ
の

三
十
年
の
歴
史
の
一
つ
の
節
目
を
教
え

て
く
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

古
い
マ
ナ
ス
ル
登
山
の
想
い
出
を
綾

々
語
る
の
は
本
意
で
な
い
し
、
今
更
と

い
う
気
が
強
い
。

誰
で
も
、
あ
の
時
代
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
に
誘
わ
れ
た
ら
全
力
を
尽
す
の
は
当

然
だ
か
ら
だ
。

山
田
隊
の
ス
パ
ー
ク
は
、
私
に
強
い

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
で
、
そ
の
感

想
を
留
め
て
お
き
た
い
。

エ
ベ
レ
ス
ト
の
ハ
ン
ト
隊
が
、
英
国

の
宿
願
を
三
十
余
年
振
り
に
果
た
し
た

一
九
五
三
年
五
月
、
日
本
の
マ
ナ
ス
ル

第

一
次
隊
は
、
七
五
〇
〇
陣冽
で
断
念
し

た
。
も
う
エ
ベ
レ
ス
ト
の
初
登
頂
は
な

く
な
っ
た
、
と
思
う
反
面
、
マ
ナ
ス
ル

は
こ
れ
か
ら
だ
、
と
体
を
熱
く
し
た
の

を
憶
え
て
い
る
。

ハ
ン
ト
隊
の
残
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
巨

峯

へ
の
登
山
の
戦
略
と
戦
術
は
、
完
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

マ
ナ
ス
ル
は
、
そ
の
極
地
法
登
山
を

大
い
に
参
考
に
し
、
特
に
酸
素
の
積
極

的
使
用
と
い
う
点
で
は
強
い
刺
戟
を
受

け
た
。

不
運
の
第
二
次
隊
は
、
そ
の
力
が
発

揮
さ
れ
ず
、
最
後
の
バ
ト
ン
が
第
二
次

隊
に
渡
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。

当
時

（昭
和
三
十
年
）
の
社
会
状
況

の
中
で
、
許
さ
れ
る
限
り
の
準
備
と
テ

ス
ト
を
繰
り
返
し
、
計
画
実
施
の
万
全

を
期
し
た
。

そ
し
て
、
天
候
や
運
も
呼

び

込

ん

で
、
余
裕
を
残
し
成
功
し
た
。
決
し
て

自
慢
す
る
訳
で
は
な
い
が
、　
マ
ナ
ス
ル

登
山
が
、
英
国
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
と

比
し
て
少
し
も
劣
ら
な
い
、
完
全
な
成

功
だ
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
登
山
の
当
初
に
当

っ
て
示

さ
れ
た
、
隊
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
ポ
リ
シ
ー

一
九
五
六
年
五
月
九
、

十

一
日
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
処

女
峯

マ
ナ
ス
ル
は
日
本
隊

Ｐヨ

に
よ

っ
て
登
頂
さ
れ
た
。

群
　

今
年
の
五
月
で
満
三
十

マッ
年
に
な
る
。

たヽ
　

そ
ん
な
と
き
、　
一
月
の

て

新
聞
紙
上
で
、
山
田
昇
、

入っ
斉
藤
安
平
両
氏
の
パ
ー
テ

缶‐こ
　
ィ
が
、
僅
か
八
日
間
の
ア

・ス
　
ル
バ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
に
よ

ピ
　
つ
て
、　
マ
ナ
ス
ル
の
無
酸

印

素
、
冬
期
登
頂
に
成
功
し

咄

た
の
を
知

っ
て
び
っ
く
り

ス

し
た
。
加
え
て
、
頂
上
で

け

加
藤
喜

一
郎
さ
ん
が
置
い

て
来
た
記
念
の
ピ
ー
ス
缶

を
拾

っ
て
来
た
、
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
お
ま
け
付

や
具
体
的
な
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ス
が
、
終

っ
て
見
る
と
、
ほ
ぼ
そ
の
通
り
実
施
さ

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

マ
ナ
ス
ル
登
山
の
成
功
が
、
単
に
Ｊ

Ａ
Ｃ
の
登
山
隊
だ
け
で
成
し
得
た
と
は

誰
も
思

っ
て
い
な
い
。
反
面
ま
た
マ
ナ

ス
ル
の
成
功
が
、　
一
、
山
岳
会
の
成
功

と
も
受
け
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
九
五
二
年
の
踏
査
隊
か
ら
、
五
六

年
の
第
二
次
隊
ま
で
足
掛
け
五
年
、
総

経
費

一
億
円
余
り
。
当
時
の
産
業

・
経

済
界
、
科
学
技
術
陣
は
、
毎
日
新
聞
社

を
中
心
に
し
て
、
総
力
を
あ
げ
て
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
。

登
山
装
具
、
食
糧
等
携
行
品
は
、
そ

の
国
の
産
業
、
科
学
技
術
の
水
準
を
物

語
る
も
の
と
し
て
見
ら
れ
た
。
準
備
に

も
、
募
金
に
も
、
数
多
く
の
熱
心
な
会

員
の
、
正
に
献
身
的
な
協
力
な
く
し
て

は
、
こ
の
計
画
は
続
か
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

殆
ん
ど
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
巨
峯

へ
の
経

験
、
情
報
ゼ

ロ
で
始
ま
っ
た
当
初
か
ら

僅
か
五
カ
年
、
そ
れ
は
、
ビ
マ
ラ
ヤ
黄

金
時
代
の
一
九
五
〇
年
代
と
は
い
え
、

当
時
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
凄
さ
を
物
語

る
も
の
だ
。

山
田
隊
が
拾

っ
た
ピ
ー
ス
缶
の
中
に

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
レ
ツ
テ
ル
が
張

っ
た
マ
ッ
チ

が
あ
っ
た
、
と
い
う
報
道
に
、
私
は
三

十
年
の
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
る
思

い
で
あ
っ
た
。

「
…
そ
の
日
、
三
鷹
の
低
温
低
圧
実
験

室
は
、
装
具
、
器
具
類
の
テ
ス
ト
で
賑

２３４
六
六
五
九

(1)

次
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わ
っ
て
い
た
。
酸
素
ボ

ン
ベ
、　
マ
ス

ク
。
防
寒
具
類
、
炊
事
道
具
類
。
・そ

に
ロ
ー
ソ
ク

・
マ
ツ
チ
類

に
至

る
ま

で
、
く
り
返
し
慎
重
に
テ
ス
ト
さ
れ
、

選
別
さ
れ
た
…
」。

山
田
隊
が
持
帰

っ
た
マ
ツ
チ
は
、
あ

の
実
験
室
の
中
で
、
最
も
使
い
よ
い
、

と
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
事
が
万
事
、
何
か
ら
何
ま
で
、
手

さ
ぐ
り
、
手
作
り
で
あ
っ
た
。
実
に
や

り
甲
斐
が
あ
り
、
充
実
感
が
あ
っ
た
こ

と
を
憶
え
て
い
る
。

第
二
次
隊
、
隊
員
十
二
名
、
シ
エ
ル

バ
が
二
十
二
名
、
隊
荷
十
二
ト
ン
、
ポ

ー
タ
ー
四
百
名
。
重
厚
な
極
地
法
登
山

を
展
開
し
た
。

山
田
隊
は
シ
エ
ル
バ
な

し

の
二
名

で
、
冬
期
の
八
日
間
。
荷
物
も
費
用
も

す
べ
て
自
前
で
僅
か
。
完
璧
な
ア
ル
パ

イ
ン
ス
タ
イ
ル
で
見
事
で
あ
る
。

三
十
年
の
歳
月
は
、
日
本
を
豊
焼
な

社
会
に
し
、
登
山
の
方
法
も
思
考
も
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
変
化
さ
せ
た
。

三
十
年
の
間
を
置
い
て
、
双
方
の
隊

は
全
く
対
照
的
で
あ
る
。
だ
が
こ
こ
で

地
法
の
対
極
に
あ
る
の
が
、

ン
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、

の
で
は
な
い
と
思
う
。
個
人
の
選
択
に

山で
、 の

ど
ち
ら
が

の
方
法
に

亜
心

す
ぎ

今
、

登

よ
る
も
の
だ
と
思

っ
て
い
る
。

極
地
法
に
も
長
所

・
欠
点
は
あ
る
。

ア
ル
バ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
も
こ
の
先
駆
者

で
あ
る
マ
ン
メ
リ
ー
が
身
を
も

っ
て
示

し
た
よ
う
に
、
ス
リ
ル
に
富
む
が
危
険

が
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

英
国
が
エ
ベ
レ
ス
ト
を
完
了
す
る
ま

で
の
長
い
間
に
も
、
酸
素
論
議
や
、
テ

イ
ル
マ
ン
の
提
唱
し
た
小
数
軽
量
登
山

主
義
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
て
も

分
か
る
通
り
、　
登
山
は
結
局

の
と

こ

ろ
、
常
に
個
人
の
選
択
に
帰
着
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

人
数
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
登
山

の
成
否
や
、
楽
し
み
、
メ
ン
バ
ー
シ
ツ

プ
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。
組
織
と
個
人
の

関
係
な
ど
考
え
併
せ
て
見
て
も
、
皆
ん

な
個
人
の
ク
ラ
イ
マ
ー
の
資
質
に
帰
す

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

マ
ナ
ス
ル
登
山
は
以
降
の
海
外
登
山

の
教
本
と
な
り
、
多
く
の
も
の
を
登
山

一
界
に
残
し
た
。
マ
ナ
ス
ル
西
壁
を
含
め

一
Ｐ

ｏ
２９
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
も
日
本
隊
が

初
登
頂
し
、　
マ
ナ
ス
ル
三
山
は
日
本
と

深
い
か
か
わ
り
を
持

っ
た
。
ま
た
、
あ

の
暗
い
時
代
に
明
か
る
い
ス
ポ
ー
ツ
の

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
フ
ジ
山
の
飛
魚
、

古
橋
氏
の
快
挙
と
併
せ
、
マ
ナ
ス
ル
登

山
成
功
の
ニ
ュ
ー
ス
は
日
本
国
中
に
拡

が
り
、
国
民
の
歓
迎
を
受
け
た
一
今
で

は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
の
現
在

の
登
山
界

は
、
何
と
い
っ
て
も
、
中
国
の
チ
ョ
モ

ラ
ン
マ
開
放
、
冬
期
登
山
の
始
動
、
そ

し
て
無
酸
素
登
山
と
少
数
軽
量
化
が
特

注:Mは メンバー Pは高所ポーター マナスル (MANASLU)登 山・イ貞察隊―D覧   (山 と渓谷社「岩と雪」より)

年  季節 ル ー トお よ び 成 果

1950

1952

1953

1954

1955

1956

1964

1970

1971

1972

8

pcst

pre

p《〕st

pre

rX)St

pre

イギリス (偵察)

日本山岳会 (偵察)

″ (第 1次 )

″  (第 2次)

″ (先遣隊)

″  (第 3次 )

オランダ

日本西壁隊 (偵察)

日本マナスル西壁隊

韓国 (第 1次 )

″ (第 2次 )

Har01d Wo Tilnun(52)

今西錦司 (51)K.Imanishi

三田幸夫 (52)Yo Mita

堀田弥一 (45)Y.Hotta

小原勝郎 (42)K.Oham
槙有恒 (62)Ao Maki

Jan Boon

青木敏 (27)Se Aoki

高橋照 (57)A.TaLhashi
金砧雙 HO Sup Kim

金禎晏 (37)Jung Sup Kim
Ⅵblfgang Nairz(28)

Gerhard Schrutレ (44)

Jaume GaК ia〔レ

“中世古直子 (35)No Nak“ eko

佐藤京子 (35)K.Satoh

Jau口ne(G.arcia Chits

金禎賢 (41)Jung Sup Kim
MOhammed Khakbiz(52)
Geiard Le“ er(48)

Jean Fre腱 1

Glenn Por“ .k(30)

清水清二 (32)Se Shimizu

Lorenzo Massarotto

Gutillemo Vieiro

Vladilnir Kurpika

李仁禎 (36)h Jung Lee

Janu能;Ferenski

Hams■heil(42)

Dina Sterbova(40)

北西面および北東面を偵察

北東面にルートを発見,試登を行なう

北東面マナスル氷河ルー ト 77m mま で

サマ住民の反対にあい Ganesh Himalヘ

C3ま で作リプラトーヘのルー トを偵察

北東面ルー トから初登頂成功 (2次 4人 )

ノース・コルから北峰に初登頂

西面偵察 北西稜に登路の見当をつける

北西稜を初登攀 15年ぶ りの通算第 2登

北東面ルー ト 1人転落死 76∞ mで断念

R臭パ震

"m)が

雪崩に襲われ 15人が死亡

ツラギ氷河から南西壁をへて登頂 (メ スナー)

北東面ルー トから登頂

Cl,C2が 雪崩を受け断念

東稜試登と偵察

東稜断念 北東面から登頂 (女性初登頂)

(鈴木行方不明)

北東面ルー トから3人が登頂

北東面ルー ト 雪崩で 1人負傷 断念

北東面ルー トから登頂 秋は初めて

東稜 (?)C3まで作ったが断念

東稜 (?)75∞ mで断念

北東面ルー ト 得∞ mで断念

北東面ルー ト 8000mで 断念

北東面ルー ト 75∞ mで断念

東稜を試みたが 65Ю mで断念

北稜から北峰Ⅱに登った

北東面ルー ト 韓国初の登頂に成功

南稜を試みたが 6550mで断念

北東面ルー ト 74∞ mで断念

南稜断念 ノース・ コルから北峰に登頂

1973

1974

post

pre

オーストリア

西 ドイツ

スペイン (第 1次 )

日本女子隊 (偵察)

スペイン (第 2次)

韓国 (第 3次 )

イラン 日本

西 ドイツ ネパール

フランス

アメリカ

日本オリンパス隊

イタリア

アルゼンチン

チェコスロヴァキア

韓国 (東國大学)

ポーランド

オーストリア

チェコスロヴァキア

1975

1976

耐
藤
画
藤
耐・ｐｒｅ
耐
″
ｐｒｅ
″
耐

″

９７７

″

９７８

″

９７９

″

″

９８０

″

″

人数

P
隊 長 名 (年齢)隊 (国)名

一
　

一
　

１

５

２

　

　

一
　

一
　

一
　

１

　

　

一

１

劇

　

一　
Ｌ

ｌｌ

　

　

一
　

一　
′
‘

Ｉ

　

　

一

一
　

一
　

一　
К

　

一
　

　

一
　

一
　

一
　

二

４

１

　

一

一
　

２

　

一

一
　

Ｃ

′
Ｚ

(2)

の
か
、
と
い
う
問
い
が
岳
界
の
尖
鋭
的

な
登
山
家
の
間
で
真
剣
に
議
論
さ
れ
て

い
る
が
、
私
見
を
述
べ
る
な
ら
ば
ヽ
極
一
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徴
的
で
あ
る
。
詳
細
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

史
に
譲
り
、
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

八
千
房
の
処
女
峯
が
登
り
尽
く
さ
れ

た
ヒ
マ
ラ
ャ
黄
金
時
代

（
一
九
五
〇
年

代
）。
よ
り
困
難
な
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン

ル
ー
ト
か
ら
の
登
山
を
行
な
っ
た
、
俗

に
い
う
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
鉄
の
時
代

（
一
九

七
〇
年
代
）。

こ
の
後
を
う
け
、
ク
ラ
イ
マ
ー
は
、

よ
り
厳
し
い
自
然
条
件
の
中
に
投
入
さ

れ
て
い
る
。
無
酸
素
で
、
少
人
数
、
軽

量
化

へ
と
。

こ
の
一
面
を
物
語
る
代
表
的
な
の
が

チ
一
モ
ラ
ン
マ

（北
方

か
ら
）

で
あ

り
、
エ
ベ
レ
ス
ト

（南
側
か
ら
）
で
の

登
山
活
動
だ
ろ
う
。

メ
ス
ナ
ー
に
よ
る
北
側
か
ら
の
単
独

・
無
酸
素
成
功
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
隊
の
冬

期
初
登
頂
。

日
本
隊
の
悲
劇
的
で
、
ド
ラ
マ
テ
ィ

ッ
ク
な
エ
ベ
レ
ス
ト
の
無
酸
素
登
頂
後

の
遭
難
。
ま
た
、
東
壁

（カ
シ
ン
フ
エ

イ
ス
）
を
登
っ
た
米
国
隊

（酸

素
携

行
）
は
、
南
峰
付
近
の
稜
線
上
で
二
つ

の
日
本
隊
と
バ
ッ
タ
リ
出
合
う

（イ
エ

テ
ィ
隊
と
山
学
同
志
会
隊
で
何
れ
も
無

酸
素
）。

エ
ベ
レ
ス
■
も
日
本
の
冬
山
と
同
じ

に
な
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
日
本
の

イ
エ
テ
イ
隊
の
二
名
は
登
頂
ビ
バ
ー
ク

後
、
還
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
つ
た
。

ま
た
、
夫
婦
で
各
々
南
と
北
か
ら
登

っ
て
頂
上
で
ラ
ン
デ
ブ
ー
し
よ
う
と
い

う
計
画
を
実
行
し
、
南
か
ら
の
隊
が
登

頂
し
た
だ
け
に
終

っ
て
、
ラ
ン
デ
ブ
ー

は
成
功
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
を

実
施
し
た
高
橋
夫
妻
隊
の
力
。
自
由
で

東
縛
さ
れ
な
い
、
登
山
本
来
の
姿
に
近

い
、　
ユ
ニ
ー
ク
な
計
画
で
あ
る
。

し
か
し
反
面
、
エ
ベ
レ
ス
ト
で
あ
る

が
故
に
、
報
道
の
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー

や
、
企
業
Ｐ
Ｒ
の
メ
リ
ッ
ト
を
追
う
あ

ま
り
、
計
画
が
次
第
に
エ
ス
カ

レ
ー

ト
、
背
伸
び
し
て
行
く
。
数
多
く
の
悲

劇
の
中
に
は
こ
の
影
を
認
め
ざ
る
を
得

な
い
。
こ
の
時
代
、
日
本
の
ト
ツ
プ
ク

ラ
イ
マ
ー
が
五
指
に
も
余

っ
て
遭
難
死

し
て
い
る
こ
ｔ
は
、
注
目
す
べ
き
事
柄

で
あ
る
。
安
易
な
論
評
、
批
判
は
避
け

ね
ば
な
ら
ぬ
と
同
様
に
、
単
に
、
こ
れ

を
讃
美
す
る
よ
う
な
傾
向
は
厳
に
戒
め

ね
ば
な
ら
な
い
。

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
忍
耐
強

く
、
何
年
も
掛
け
て
計
画
を
進
め
て
い

く
。
こ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
の
思
考
や
行

動
は
、
若
者
に
は
歓
迎
さ
れ
な
く
な
っ

た
。登

山
も
所
詮
は
社
会
生
活
の
制
約
を

受
け
変
化
し
て
行
く
。
家
族

・
仕
事
、

職
場
で
の
立
場
や
束
縛
。

高
峯

へ
の
登
山
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意

味
で
益
々
厳
し
い
条
件
に
つ
つ
ま
れ
て

い
く
。
個
人
の
選
択
は
、　
一
つ
の
枠
に

と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
自
由
だ
。

こ
れ
か
ら
の
登
山
は
、
大
き
な
組
織

的
登
山
よ
り
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
で
拘
束
さ

れ
な
い
も
の
へ
と
向
か
う
傾

向
が

あ

る
。情

報
は
即
財
産
、
力
と
な
り
、
登
山

の
そ
れ
も
、
よ
り
豊
富
に
、
組
織
的
に

細
分
化
さ
れ
個
人
の
選
択
に
ま
か
さ
れ

て
い
く
で
あ
ろ
う
。

山
田
隊
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
マ
ナ
ス
ル

登
頂
三
十
年
の
節
日
と
、
こ
の
三
十
年

の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
い
ろ
い
ろ
な
出
来

事
を
想
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
。

そ
ん
な
想
い
の
中
で
、
山
か
ら
還
ら

ぬ
人
と
な
っ
た
数
々
の
優
れ
た
ク
ラ
イ

マ
ー
達
の
こ
と
を
考
え
、
山
で
死
ん
で

は
な
ら
な
い
、
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。

そ
し
て
、
二
十

一
世
紀
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
創

立
百
周
年
を
迎
え
る
頃
、
登
山
界
は
ど

ん
な
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
、
興
味
は
深
い
。

ア
ー
ネ
ス
ト

・
サ
ト
ウ
展
を
見
る

近
ご
ろ
ヨ
コ
ハ
マ
が
お
も
し
ろ
い
。

昨
年
秋
に
は
、
市
民
文
学
散
歩
の
一
部

と
し
て
ウ
エ
ス
ト
ン
旧
宅
跡
な
ど
を
た

ず
ね
る
催
し
が
あ
り
、
島
田
巽
、
石
川

胎
郎
、
神
谷
量
平
諸
氏
な
ど
大
先
輩
と

た
の
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
が
、

大
桟
橋
入
口
に
近
い
横
浜
開
港
資
料
館

で
は
、
昨
年
十

一
月
十
三
日
か
ら

一
月

二
十
九
日
ま
で
、
ア
ー
ネ
ス
ト

・
サ
ト

ウ
展
が
開
か
れ
て
い
た
。
終
了
間
近
い

土
曜
日
、
東
京
か
ら
あ
わ
て
て
か
け
つ

け
て
み
た
が
、
内
容
豊
か
で
大
変
お
も

し
ろ
か
っ
た
。
見
の
が
し
た
方
も
多
い

よ
う
な
の
で
、
展
示
内
容
の
一
部
を
ご
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公募隊 北東ルー トから大量 15人が登頂
北東面ルー ト 登攀メンバー 3人が登頂
西壁初登 2人が頂上に達す

北東面ルー ト 雪崩で2人を失い断念
北東面ルー ト  隊長とシェルパ 1人登頂

東稜 6200mで 断念 北東面転進は不許可

冬期初の挑戦 北東ルー ト7650mで断念
(佐久間スリップ)

南稜 7100mま で ツラギ氷河で雪崩遭難

南稜 7500mで 断念 南壁から登頂

東稜 74∞ mで断念

北東面ルー トから単独登頂

北東面,12/10。 7100m強風で断念
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南西壁,5/4.2回 ビバーク,DCか ら 18日 間

北東面,4/30。 2人 ,5/7。 2人 ,5/11。 4人

南稜,東面ブングン氷河からコル→南東壁,

10/20.02な し

北東面 7500mで 断念 スキー使用

東稜一北東面;5/1.C3か らノーマルルー ト,

雪崩,

東稜 6300mで断念

北東面 63∞ mで断念

北東面,ス キー隊,7150mで断念,雪崩
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紹
介
す
る
。

一
八
六
五
年

（慶
応
元
年
）
の
俸
給

（年
俸
）
が
図
解
さ
れ
て
い
た
が
、
通

訳
生
の
サ
ト
ウ
が
三
百
ポ
ン
ド
。
富
士

山
に
登
っ
た
初
の
欧
米
人
で
、
英
国
公

使
兼
総
領
事
の
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
が
、
三

千
ポ
ン
ド
。
当
時
の
一
ポ
ン
ド
が
ど
の

く
ら
い
の
価
値
を
持

っ
て
い
た
の
か
、

い
ま
調
べ
て
い
る
余
裕
は
な
い
け
れ
ど

も

（編
注
）
、
重
要
な
役
割

を

は
た

し
た
通
訳
生
と
公
使
兼
総
領
事
の
格
の

違
い
を
こ
の
年
俸
が
表
わ
し
て
い
る
と

し
た
ら
、
こ
れ
も
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
考
え
さ
せ
る
興
味
深
い
資
料
の
一

つ
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
や
は
り
い
ち
ば
ん
興
味
深

か
っ
た
の
は
、
ア
ー
ネ
ス
ト

・
サ
ト
ウ

と
武
田
久
吉
と
の
間
に
か
わ
さ
れ
た
手

紙
が
公
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

一
八
九
〇
年
八
月
十
五
日
付
で
ウ
ル

グ

ァ
イ
の
モ
ン
テ
・
ヴ
イ
デ
オ
か
ら
当

時
七
歳
の
久
吉
に
あ
て
た
サ
ト
ウ
の
日

本
語
に
よ
る
手
紙
―

。
（原
文

の
ま

ま
）「

久
吉
は
お
ほ
き
く
な
っ
た
ら
英

語

を
御
ま
な
び
な
さ
れ
　
又
お
と
っ
さ

ん
留
守
中
は
お
っ
か
さ
ま
め
を
大
事

に
致
し
　
好
く
御
咄
し
を
お
聞
き
な

さ
れ

先
御
返
事
迄

八
月
十
五
日

父
　
ヱ
ル
ネ
ス
ト
　
サ
ト
ウ

久
吉

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

一
八
九
二
年

一
月
四
日
付
の
手
紙
は

英
文
。
九
歳
の
武
田
久
吉
宛
。

「りヽ
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Ｆ
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０
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０
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０
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①
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∽
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Ч
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０
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口
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口
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〓
∽
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Ｈ
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”い

く
①
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鮎
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ｏ
Ｃ

”
■
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【
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，
Ｈ
口
”
●
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一
０
　
メ
■
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一
一
①
　
”
●
鮎

Ｆ
Ｏ
ｏ
①

”
ｒ
”
”

て
Ｏ
ｒ

‘

二ヽ
【
　
∽
Ｏ
Ｏ
ｐ

σ
①
　
”
げ
】
①
‥
。」

ヒ
サ
キ
チ
と
呼
び
か
け
て
い
る
の
が

目
を
ひ
く
。
他
の
手
紙
で
は
ヒ
サ
ヨ
シ

と
な
っ
て
い
る
。

一
九
〇

一
年
五
月
十
四
日
付
の
武
田

久
吉
の
サ
ト
ウ
宛
英
文
の
手
紙
も
展
示

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
は
サ
ト
ウ
の

添
削
の
筆
が
入
っ
て
い
る
。
以
下
、
括

弧
内
が
サ
ト
ウ
の
添
削
。

「
ソ
れ
て
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”
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同
じ
年
九
月
二
十
三
日
付
の
サ
ト
ウ

の
手
紙
。
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上
級
学
校

へ
の
入
試
に
失
敗
し
た
久

吉

へ
、
イ
ギ
リ
ス
か
ド
イ
ツ
ヘ
留
学
す

る
気
が
あ
る
な
ら
援
助
す
る
と
書
い
て

い
る
の
は
と
も
か
く
、
母
親
に
孝
養
を

海
外
の
幽

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
超
人

ク

ラ

イ

マ
ー

た
ち

そ
の
国
の
最
高
峰
は
、
二
千
五
百
房
に
及
ば
な
い
。
二

千
研
を
越
え
る

「高
峰
」
は
十

一
を
数
え
る
が
、
海
抜
三

百
肝
以
上
の
高
地
は
三
十

一
万
平
方
キ
ロ
の
国
上
の
、
わ
ず

か
八

・
七
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
登
山
人
口
も

一
万
人

に
満
た
な
い
と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
な
の
に
、
こ
こ
数
年
こ
の
国
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク

ラ
イ
マ
ー
た
ち
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
で
見
せ
つ
け
て
き
た

強
さ
は
、　
一
体
ど
こ
か
ら
来
る
の
だ
ろ
う
。

ユ
ー
ゴ
、
チ
ェ
コ
の
登
山
家
も
し
ば
し
ば
注
目
す
べ
き

登
攀

を

な
し
と
げ
る
が
、　
エ
ベ
レ
ス
ト
の
冬
期
初
登
頂

は
じ
め
、
ビ
ッ
グ

・
ク
ラ
イ
ム
と
い
う
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
登
り
手
た
ち
の
印
象
が
強
い
。
実
力
で
は

（変
な
言
い

方
だ
が
）、
メ
ス
ナ
ー
を
し
の
ぐ
と
い
わ
れ
る
男
た
ち
が
何

人
か
い
る
。

た
と
え
ば
こ
の
一
月
十

一
日
、
イ
エ
ジ

・
ク
ク
チ
カ
と

共
に
カ
ン
チ
エ
ン
ジ

ュ
ン
ガ

（八
五
八
六
肝
）、
の
冬
期
初

登
を
果
た
し
た
ク
シ
ス
ト
フ
・
ビ
エ
リ
ッ
キ
で
あ
る
。
八

〇
年
の
エ
ベ
レ
ス
ト
冬
期
初
登
者
で
も
あ
る
ビ
エ
リ
ッ
キ

は
、
八
四
年
七
月
十
四
日
、
ブ

ロ
ー
ド

・
ピ
ー
ク

（八
〇

四
七
研
）
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
こ
の
山

へ
の

「
日
帰

り
登
頂
」

を
や
っ
て
み
せ
た
。
午
前
零
時
二
十
分
に
出

発
、
七
二
〇
〇
房
の
第
ニ
キ
ヤ
ン
プ
で
二
時
間
仮
眠
を
と

り
、
午
後
四
時
頂
上
に
立

っ
た
。
そ
の
ま
ま
下
山
に
は
い

り
、
十
時
三
十
分
に
ベ
ー
ス
に
帰

っ
た
。
標
高
差
三
千
百

五
十
房
。
他
の
メ
ン
バ
ー
が
ル
ー
ト
を
つ
け
、
す
で
に
キ

ャ
ン
プ
が
あ
っ
た
と
は
言
え
、
信
じ
ら
れ
な
い
八
千
房
峰

で
の
ス
ピ
ー
ド
ぶ
り
だ
っ
た
。

八
千
層
峰
十
座
を
登
っ
た
前
述
の
ク
ク
チ
カ
、
そ
れ
に

ク
ク
チ
カ
と
共
に
ガ
ツ
シ
ヤ
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰

（八
〇

二
五

肝
）
縦
走
と
、
Ｉ
峰

（八
〇
六
八
房
）
南
壁
の
初
登
を
連

続
で
や
っ
た
ボ
イ
チ
エ
ク
・
ク
ル
チ
カ
の
強
さ
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
男
た
ち
だ
け
で
は
な
い
。
エ
ベ
レ
ス
ト
女

性
第
二
登
で
知
ら
れ
る
ワ
ン
ダ

・
ル
ト
キ
エ
ビ
ッ
チ
、
Ｂ

Ｃ
か
ら
女
性
二
人
だ
け
で
ブ

ロ
ー
ド

・
ピ
ー
ク
に
登
頂
し

た
ア
ン
ナ

・
チ
ェ
ル
ビ
ン
ス
カ
と
ク
リ
ス
チ
ナ
・
パ
ル
モ

フ
ス
カ
ら
女
性
ク
ラ
イ
マ
ー
の
活
躍
も
光
る
。

な
ぜ
、
あ
な
た
た
ち
は
強
い
の
か
、
と
聞
か
れ
日
本
ヒ

マ
ラ
ャ
協
会
の
会
報

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
最
新
号
の
中
で
、
ボ

イ
チ
ェ
ク
・
ク
ル
チ
カ
は

「
た
ぶ
ん
精
神
面
で
の
強
さ
と

思
う
が
、
そ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
い
う
国
が
二
つ
の
強
い

国
、
ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ
に
は
さ
ま
れ
て
、
常
に
抑
圧
を
受

け
て
き
た
歴
史
の
中
で
育
く
ま
れ
た
か
ら
だ
」
と
言

っ
て

い
る
。
自
由
に
対
す
る
強
い
欲
求
が
反
抗
精
神
を
生
み
、

集
中
力
、
粘
り
強
さ
を
も
た
ら
す
結
果
に
な
っ
て
い
る
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
初
め
て
触
れ
た
日
本

の
文

献

は
、　
一
七

一
五
年
に
完
成
し
た

（発
刊
は
明
治
に
な
っ
て

か
ら
）
新
井
白
石
の

「
西
洋
紀
聞
」

と
い
わ
れ
る
。
「ポ

ロ
ー
ニ
ャ
、
漢
に
訳
し
て
、
波
羅
泥
亜
、
と
い
ふ
。
ゼ
ル

マ
ア
ニ
ヤ
の
東
に
あ
り
」
と
、
自
石
は
書
い
た
。
そ
れ
か

ら
二
世
紀
半
を
経
て
、
私
た
ち
は
シ
ョ
バ
ン
、
ア
ウ
シ
ュ

ビ
ッ
ツ
、
コ
ル
ベ
神
父
、
そ
し
て

「連
帯
」
な
ど
の
人
や

イ
メ
ー
ジ
で
、
バ
ル
ト
海
に
面
す
る
こ
の
国
を
と
ら
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
い
ま
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ

ス
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
で
活
躍
す
る
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
か
ら
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
の
一
面
を
、
私
た
ち
は
新
た
に
教
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

五
月
中
旬
、
ア
ン
ジ

エ
イ

・
ザ
ヴ
ア
ダ
冬
期

エ
ベ
レ
ス

ト
隊
々
長
、
ビ
エ
リ
ッ
キ
ら
七
人
の
登
り
手
た
ち
が
日
本

山
岳
会
の
招
き
で
や

っ
て
来
る
。
彼
ら
が
何
を
話
す
か
楽

し
み
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（江
本
嘉
伸
）

(4)
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つ
く
し
、
兄
や
友
人
を
敬
う
よ
う
に
と

さ
と
し
、
名
声
や
富
や
地
位
よ
り
も
そ

の
ほ
う
が
大
事
だ
と
書
く
と
こ
ろ
は
、

「教
育
勅
語
」
の
趣
き
を
思

い
出

さ

せ
、
「
明
治
人
」
ア
ー
ネ
ス
ト

・
サ
ト

ウ
を
見
る
お
も
い
が
す
る
。

一
九
二
五
年
二
月
十
四
日
付
、
夫
人

へ
の
手
紙
は
―

。

「］【
ｏ
一∽Ｆ
】．Ｆ
】
（）Ｆ
”口
ｏ
∽
”●

ソ
ハ”
口
て
　
一ｒ
”
口
Ｆ
∽
　
ｈＯ
Ｈ
　
て
０
●
Ｈ
　
】ｏ
一一Ｏ
Ｈ
　
Ｏ
ｈ

『
”
●
●
”
『Ч
∞
・　
Ｈ
”
口
”
く
０
■Ч
”
【”
鮎
　
絆０
　
【０”
Ｈロ

串
“
”
Ｌ
”ｏ
ｌ
ｒ
ｏ
【ｏ
ｈ，
日
〓
Ч
】．０
１
０
〓
・　
　
」

以
上
、
引
用
の
手
紙
が
い
ず
れ
も
尻

切
れ
ト
ン
ボ
な
の
は
、
手
紙
が
す
べ
て

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
中
に
展
示
さ
れ
て
い

て
次
の
ペ
ー
ジ
が
読
め
な
い
た
め
で
あ

フ０
。

ア
ー
ネ
ス
ト

・
サ
ト
ウ
と
い
う
傑
出

し
た
人
物
が
明
治
維
新
前
後
に
日
本
と

か
か
わ
り
を
持

っ
た
こ
と
が
ど
ん
な
に

そ
の
後
の
日
本
に
大
き
な
意
味
を
持

っ

た
か
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
武
田
久
吉

と
い
う
私
た
ち
に
身
近
か
な
人
に
、
よ

り
大
き
な
親
し
み
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
展
示
会
で
あ
っ
た
。

（大
森
久
雄
）

（編
注
）

日
銀
の
統
計
資
料
室
に
は
明
治
七
年

（
一
八
七
四
年
）
か
ら
の
資
料
し
か
な
く

こ
れ
に
よ
る
と

一
ポ
ン
ド
は
約
五
円
。

そ
の
頃
、
新
橋
か
ら
横
浜
ま
で
の
鉄
道

運
賃
は
上
等
が

一
円
、
中
等
六
〇
銭
、

下
等
三
〇
銭
。
通
訳
生
サ
ト
ウ
の
月
給

は
約
八
三
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

八
十
周
年
記
念
行
事
準
備
な
ど
の
た

め
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
た
が
、
二
月
十

三
日
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
の
第

一
回

よ
り
か
ぞ
え
て
五
回
目
の
会
合
が
あ
っ

た
。
次
回
は
六
月
二
十
日

（月
）
六
時

半
で
す
。

関
心
を
お
持
ち
の
方
は
是
非
お
出
で

山
岳
博
物
館
を
考
え
る
会

第
二
三
回

木
暮
理
太
郎
翁
碑
前
懇
親
会

報
告
と
第
二
四
回
の
予
告

昨
年
二
月
十
八
日
夕
方
よ
り
、
碑
前

祭
開
催
。
碑
の
維
持
管
理
修
理
な
ど
に

専
門
的
手
腕
を
発
揮
し
て
い
た
、
松
本

熊
次
郎
氏
の
姿
を
再
び
見
る
こ
と
が
な

く
な
り
、
淋
し
さ
限
り
な
し
。

霧
の
旅
会
創
立
発
起
人
の
一
人
、
山

崎
金
次
郎
氏
の

「も
う
来
年
は
来
る
こ

と
は
無
理
だ
ろ
う
」
は
こ
の
五
年
程
前

か
ら
の
極
り
文
句
で
一
同
爆
笑
。
恒
例

と
な
っ
て
い
る
初
参
会
者
の
一
言
。
今

題

鰈
乙
マ

下
さ
い
。

出
席
者
　
佐
々
保
雄
、
中
村
純
二
、
坂

倉
登
喜
子
、
平
柳

一
郎
、
梅
野
淑
子

図

書

紹

介
お
　
花
　
畑

―
高
山
の
花
々

布
施
　
正
直
著

高
山
植
物
の
写
真
集
は
沢
山
出
て

い
る
が
、
こ
れ
は
複
雑
な
自
然
環
境

の
中
で
多
様
な
美
し
さ
を
見
せ
る
お

花
畑
の
写
真
集
で
あ
る
。

全
体
を
四
つ
に
分
け

「湿
原
の
四

季
」
は
尾
瀬
の
融
雪
期
か
ら
新
雪
ま

で
の
花
々
の
饗
宴
を
、
「岩
稜

を
飾

る
」
で
は
北
ア
ル
プ
ス
白
馬
岳
及
び

南
ア
ル
プ
ス
北
岳
を
中
心
に
乾
性
の

お
花
畑
を
、
「雪
渓
に
沿

っ
て
」

は

雪
渓
や
雪
田
の
豊
か
な
水
湿
に
恵
ま

れ
た
お
花
畠
を
、
最
後
に
「花
の
島
」

と
し
て
日
本
最
北
の
島
、
き
め
こ
ま

か
な
植
生
を
見
せ
る
礼
文
島
と
、
荒

々
し
い
利
尻
岳
を
彩
る
花
々
を
紹
介

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
特
産
種
な
ど
個
別

の
写
真
も
織
り
こ
ん
で
、
美
し
い
写

真
集
と
な
っ
て
い
る
。
主
に
ブ
ロ
ニ

ー
版
に
よ
る
写
真
は

一
つ
一
つ
撮
影

デ
ー
タ
も
記
さ
れ
て
い
て
親
切
で
あ

る
。

神
奈
川
県
立
博
物
館
の
大
場
達
之

氏
に
よ
る
お
花
畑
に
つ
い
て
の
解
説

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
様
々
の
要
因

に
よ
っ
て
様
々
の
草
原
、
様
々
の
荒

原
が
で
き
そ
こ
に
適
し
た
花
が
咲

く
。
荒
原
で
も
構
造
土
礫
荒
原
に
は

タ
カ
ネ
ス
ミ
レ
や
ウ
ル
ッ
プ
草
、
コ

マ
ク
サ
な
ど
が
咲
き
、
同
じ
雪
田
底

地
荒
原
で
も
、
雪
ど
け
の
終
ら
ぬ
中

に
雪
の
く
る
所
で
は
蘇
苔
類
に
キ
ン
ス

ゲ
が
混
じ
る
だ
け
だ
が
、
八
月
半
ば
に

雪
が
融
け
る
所
で
は
ミ
ヤ
マ
タ
ネ
ツ
ヶ

バ
ナ
、
タ
テ
ヤ
マ
キ
ン
バ
イ
、
ク
モ
マ

グ
サ
が
咲
く
。
岩
上
や
岩
隙
で
は
何
、

と
細
か
に
例
を
あ
げ
て
説

明

し

て
あ

り
、
読
ん
で
い
く
う
ち
に
今
ま
で
見
て

き
た
お
花
畑
が
日
に
浮
か
び
、
う
な
ず

け
る
こ
と
が
多
い
。

後
半
は
著
者
の
礼
文

・
利
尻
の
取
材

記
、
自
馬
及
び
北
岳
の
取
材
記
、
並
び

に
著
者
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
す
る
と
こ

ろ
の
尾
瀬
の
花
の
記
録
が
の
せ
ら
れ
て

い
る
。
尾
瀬
を

一
八
コ
ー
ス
に
分
け
、

そ
の
コ
ー
ス
上
に
み
ら
れ
る
花
々
と
、

そ
の
盛
期
を
記
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ

を
訪
れ
る
人
に
は
便
利
な
花
の
歳
時
記

と
な
ろ
う
。

著
者
は
多
摩
芸
術
学
園
写
真
科
で
学

び
、　
一
貫
し
て
自
然
や
花
の
写
真
を
撮

っ
て
来
た
。
必
ず
し
も
日
本
全
体
を
カ

バ
ー
せ
ず
、
ま
た
特
定
の
地
域
の
高
山

植
物
を
系
統
的
に
並
べ
た
も
の
で
も

な
い
が
、
日
本
の
い
ろ
い
ろ
な
形
の

お
花
畑
の
美
し
さ
は
よ
く
捉
え
ら
れ

て
い
て
楽
し
い
写
真
集
で
あ
る
。

Ｂ
５
判
　
昭
和
六
十
年
六
月
三
十

日
発
行
　
保
育
社
刊
　
一
五
〇
ペ

ー
ジ
　
中
カ
ラ
ー
図
版
七
二
ペ
ー

ジ
　
定
価
四
五
〇
〇
円（中

村
あ
や
）

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の

花

い
つ
ま
で
も

峰
谷
　
　
緑
著

明
治
三
十
六
年
五
月
十
二
日
。
そ

の
日
は
桧
枝
岐
の
愛
宕

祭

り
だ

っ

た
。
こ
の
山
深
い
寒
村
の
た
っ
た

一

つ
の
娯
楽
で
あ
る
祭
り
は
、
朝
か
ら

お
は
や
し
が
な
り
ひ
び
き
市
が
た
っ

て
に
ぎ
や
か
だ
つ
た
。
夜
は
ゅ
れ
動

く
ロ
ー
ソ
ク
の
光
の
中
で
奉
納
歌
舞

伎
が
演
じ
ら
れ
高
い
三
味
線
の
音
が

ひ
び
い
て
い
た
。
そ
の
日
平
野
長
英

氏
が
誕
生
す
る
。
祭
に
も
出
な
い
で

父
長
蔵
氏
は
、
ひ
っ
そ
り
と
お
し
こ

ろ
し
た
喜
び
で
そ
の
誕
生
を
祝

っ
て

い
る
。

思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
る
情
景
か
ら

物
語
り
が
始
ま
る
。
そ
し
て
そ
の
長

英
氏
を
中
心
に
先
代
の
長
蔵
氏
、
若

く
し
て
逝

っ
た
三
代
目
の
長
晴
氏
の

ム
Ｔ
こ
れ
υκ
デ
ミ
は
汚
ち
“檸
ソ
フ

(5)
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年
は
め
ず
ら
し
く
、
木
暮
先
生
の
生
家

一

近
く
に
実
家
を
持
つ
、
千
葉
の
小
暮
國

一

昭
氏
が
見
え
、
そ
の
奇
し
き
因
縁
を
語

フＯ
。夜

、
堀
口
丈
夫
君
を
シ
ェ
フ
と
す
る

甲
州
勢
に
よ
る
山
菜
料
理
の
数
々
は
好

評
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
ア
ル
コ
ー
ル
の

消
費
量
、
さ
す
が
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

・
ア

ル
コ
ー
ル
・
ク
ラ
ブ
の
裏
称
を
誇
る
、

Ｊ

・
Ａ

・
Ｃ
。

二
次
会
は
、
有
井
館
の
前
庭
の
薪
の

火
を
か
こ
ん
で
夜
お
そ
く
ま
で
歓
談
が

続
く
。

さ
て
、
翌
日
は
、
長
駆
中
央
道
を
と

ば
し
、
初
鹿
野
、
景
徳
院
を
訪
ね
、
武

田
家
の
終
焉
に
思
い
を
い
た
す
。
焼
山

林
道
に
入
り
、
湯
ノ
沢
峠
ま
で
車
を
あ

げ
る
。
大
菩
薩
南
嶺
を
北
上
、　
一
九
八

五
陣川
（年
号
と
同
じ
）
し
か
も
丑
年
に

ち
な
ん
で
、
牛
奥
の
雁
ヶ
腹
摺
山

へ
。

山
の
優
雅
を
楽
し
む
組
は
、
途
中
の
自

谷
ヶ
丸
の
カ
ヤ
ト
の
原
で
ワ
イ
ン
パ
ー

テ
イ
。
さ
ら
に
、
ウ
ド
掘
り
に
精
出
す

組
も
。
か
く
て
、
来
年
の
再
会
を
約
し

流
れ
解
散
と
な
る
。

も
う
木
暮
先
生
を
知
る
方
々
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
先
生

ゆ
か
り
の
方
々
の
二
世
、
三
世
が
ご
参

加
に
な
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
神
谷
恭
氏
の
お
孫
さ

ん
た
ち
、
山
崎
金
次
郎
氏
の
ご
子
息
。

金
山
淳
二
氏
の
ご
令
嬢
。
三
井
松
男
氏

の
娘
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
た
ち
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
非
公
認
の
会
合
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
も
、
島

田
巽
、
交
野
武

一
両
名
誉
会
員
の
ご
参

加
を
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
、
地
元
世

話
人
と
し
て
、
あ
り
が
た
い
こ
と
と
思

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
・

参
加
者

・
順
不
同
　
近
藤
久
子
、
佐
藤

栄
、
山
崎
金
次
郎
、
杉
山
都
子
、
小
林

啓
助
、
山
村
秀
子
、
小
松
崎
幸
子
、
金

子
弘
枝
、
山
本
稔
、
杉
本
賢
治
、
金
山

陽
子
、
佐
藤
文
宏
、
佐

藤

茂

子
、
佐

藤
、
佐
藤
匡
、
蜂
谷
緑
、
泉
久
恵
、
込

田
伸
夫
、
三
栖
寿
生
、
近
藤
友
好
、
小

林
基
子
、
河
野
幾
雄
、
奈
良
洋
子
、
山

本
美
津
子
、
森
武
昭
、
鳥
居
亮
、
高
田

真
哉
、
高
橋
晋
作
、
名
児
耶
達
男
、
島

田
巽
、
交
野
武

一
、
岡
部
み
ち
子
、
金

山
淳
二
、
前
田
清
子
、
田
村
英
也
、
小

暮
國
昭
、
牧
野
衛
、
藤
崎
快
、
滑
志
田

隆
、
鶴
岡
元
之
助
、
山
崎
郁
郎
、
堀
口

丈
夫
、
平
井
和
雄
、
今
井
洋
地
、
近
藤

信
行
、
石
垣
政
雄
、
山
村

正
光
、

以

上
、
四
十
七
名
。

《
予
告
》
　
本
年
は
次
の
要
領
で
開
催

い
た
し
ま
す
。
多
数
の
方
々
の
ご
参
加

を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

記

日
時
　
五
月
十
七
日

（土
）
―
十
八
日

場
所
　
山
梨
県
北
巨
摩
郡
須
玉
町
金
山

交
通
　
中
央
線
韮
崎
駅
下
車
、
増
富
ラ

ジ

ュ
ー
ム
温
泉
行
き
バ
ス
終
点

下
車
、
徒
歩

一
時
間
半
。
有
井

館
に
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
当
方

に
て
お
迎
え
に
あ
が
り
ま
す
。

宿
泊
　
金
山
平
、
有
井
館

８
０
５
５
１
４
５
０
４
５
５

行
事
　
十
七
日
、
Ｐ
Ｍ
４

ｏ
３
０
　
碑

前
祭
、
Ｐ
Ｍ
６

・
０
０
　
懇
親

三
代
に
わ
た
る
平
野
家
と
尾
瀬
と
の

か
か
わ
り
あ
い
を
画
き
、
尾
瀬
の
自

然
の
美
し
さ
尊
さ
を
語
っ
て
い
く
。

本
書
は
小

。
中
学
生
以
上
を
対
象
と

し
た
ノ
ン
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ

の
一
巻
だ
っ
た
が
、
私
で
も
我
を
忘

れ
て
読
み
進
め
た
の
だ
か
ら
、
感
受

性
豊
か
な
少
年
少
女
諸
君
に
は
大
き

な
肝
銘
を
与
え
る
に
違
い
な
い
。

著
者
は
五
八
年
に

「常
念
の
見
え

る
町
」
を
出
し
て
か
ら
翌
五
九
年
に

「尾
瀬

ハ
イ
キ
ン
グ
」、
そ
し
て
六
〇

年
に
本
書
と
た
て
続
け
に
毎
年

一
冊

山
の
本
を
書
い
て
い
る
。
著
者
の
お

人
柄
か
ら
健
筆
と
い
う
形
容
は
似
つ

か
わ
し
く
な
い
が
、
や
は
リ
ペ
ン
の

健
や
か
さ
に
は
違
い
な
い
。
し
か
も

一
作
目
が
わ
れ
わ
れ
大
人
向
き
の
温

い
情
感
あ
ふ
れ
る
山
の
文
章
で
あ
っ

た
の
に
対
し
第
二
作
は
中

ｏ
高
校
生

向
き
、
そ
し
て
今
回
は
小

・
中
学
生

向
き
の
著
書
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ

ｌ
シ
ョ
ン
回
路
の
豊
か
さ
と
い
う
の

か
、
ど
う
い
う
年
令
を
対
象
に
し
て

も
な
め
ら
か
に
語
り
か
け
て
い
く
文

章
を
持

っ
て
い
る
こ
と
は
驚
く
ほ
か

な
い
。

本
書
は
単
な
る
平
野
家
三
代
と
尾

瀬
と
の
係
わ
り
合
い
で
な
く
尾
瀬
と

い
う
自
然
の
宝
庫
の
大
切
さ
を
淡
々

と
し
た
筆
致
で
語
っ
て
い
る
点
で
大

い
に
声
援
を
送
り
た
い
。
ま
た
日
頃

山
の
自
然
保
護
に
つ
い
て
考
え
行
動

し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
が
、
か
ね
が
ね

感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
委
員
会
な
ど

で
の
公
式
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は

一
般
の
耳

目
に
ふ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
わ
れ
わ

れ
だ
け
の
自
己
満
足
に
終

っ
て
し
ま
い

が
ち
な
の
で
、
出
版
や
映
像
を
通
じ
て

の
啓
蒙
が
欲
し
い
と
思

っ
て
い
た
が
、

そ
の
点
で
も
、
こ
の
よ
う
な
出
版
物
が

子
供
た
ち
に
読
ま
れ
母
親
達
の
目
に
ふ

れ
る
こ
と
は
意
義
深
い
と
考
え
る
。

一
六
〇
ペ
ー
ジ
、
挿
絵
も
多
く
活
字

も
大
き
い
か
ら
量
的
な
制
約
も
あ
る
の

に
、
考
証
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
内
容

に
手
ぬ
き
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ
も

一
読
の
価
値
が
あ
る
。

一
九
八
五
年
十
月
十
六
日
　
佼
成
出

版
社
刊
　
一
六
三
ペ
ー
ジ
　
定
価

一

二
〇
〇
円
　
　
　
　
（国
見
利
夫
）

黄
色
い
テ
ン
ト

田
淵
　
行
男
著

出
版
社
か
ら
、
著
者
寄
贈
と
印
を
押

し
て
、
田
淵
行
男
さ
ん
の
部
厚
い
本
が

送
ら
れ
て
き
た
。
高
山
蝶
や
山
の
写
真

の
見
事
な
作
品
は
、
兼
ね
て
か
ら
親
し

ん
で
い
る
が
、
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と

も
無
い
の
に
、
い
ぶ
か
り
な
が
ら
開
く

と
、
拝
呈
と
御
自
筆
ま
で
添
え
ら
れ
て

あ
る
。

田
淵
さ
ん
の
写
真
集
類
は
、
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
だ
が
、
随
筆
集
は
初
め
て

と
い
う
。

早
速
、
ひ
も
ど
い
て
、
先
ず

「上
高

地
の
ト
リ
オ
」
を
見
る
と
、
羽
化
し
た

ば
か
り
の
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
写
真

…
…
。
田
淵
さ
ん
な
ら
で
は
の
特
色

に
打
た
れ
た
。

山
に
親
し
ま
れ
る
こ
と

四
十
余

年
、
今
と
は

「
別
世
界
の
よ
う
に
原

始
の
静
け
さ
を
保
ち
、
自
然
も
無
傷

で
豊
か
で
魅
力
に
満
ち
、
い
わ
ば
古

き
良
き
時
代
で
あ
っ
た
」
と
、
自
序

に
述
べ
ら
れ
る
田
淵
さ
ん
の
随
筆
と

写
真
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
前
の
六
十
年
あ
ま
り
、

山
に
入
っ
て
い
る
わ
た
く
し
…
、
上

高
地
や
穂
高

一
帯
に
も
大

正
九
年

（
一
九
二
〇
）
か
ら
の
春
夏
秋
冬
を

味
わ
っ
て
い
る
わ
た
く
し
は
、
思
わ

ず
う
な
ず
き
な
が
ら
読

み

ふ
け

っ

た
。お

礼
状
の
お
返
事
に
、
七
年
前
か

ら
難
病
に
と
り
つ
か
れ
た
と
書
か
れ

て
た
が
、
そ
の
お
悩
み
の
年
月
に
よ

く
も
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
、
あ
ら
た

め
て
、
美
し
い
口
絵
か
ら
各
ペ
ー
ジ

の
文
も
写
真
も
見
な
お
し
た
。

登
山
の
記
録
の
み
目
立
つ
山
の
本

の
多
い
こ
の
ご
ろ
、
好
む
山
の
麓
に

住
居
ま
で
移
し
て
没
入
さ
れ
、
黄
色

い
テ
ン
ト
を
独
り
か
つ
い
で
山
に
入

る
田
淵
さ
ん
の
こ
の
新
著
は
、
失
わ

れ
た

「古
き
良
き
時
代
の
山
」
と
人

を
、
知
る
者
に
も
識
ら
ぬ
者
に
も
語

っ
て
く
れ
る
名
著
で
あ
る
。

一
九
八
五
年
十

一
月
二
十
日
　
実

業
之
日
本
社
刊
　
一二
七
七
ペ
ー
ジ

三
八
〇
〇
円

（村
井
米
子
）

(6)
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三
水
会
例
会
山
行

三
峰
、
妙
法

ヶ
岳

と

羅

漢

山

（
八
六
・
一
・
十

一
―
十
二
）

今
年
最
初
の
現
地
集
会
は
、
山
よ
り

新
年
会
に
目
的
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

氷
も
空
気
も
ゆ
る
ん
で
い
た
が
、
三

峰
神
社
の
亭
亭
の
老
杉
に
心
が
ひ
き
し

ま
る
。
妙
法
ヶ
岳

へ
の
は
だ
れ
雪
の
小

径
を
た
ど

っ
て
、
四
方
に
尾
根
を
ひ
ろ

げ
る
和
名
倉
山
や
、
屹
立
す
る
両
神
山

を
ふ
り
仰
ぐ
こ
ろ
に
は
日
は
傾
き
、
い

ま
来
た
径
を
今
宵
の
宿
白
久
の
谷
津
川

館

へ
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

翌
日
は
波
久
礼
か

を

ヘ

め
ぐ
り
、
山
麓
に
少
林
寺
を
擁
す
る
羅

漢
山

へ
登
る
。

頂
上
か
ら
古
刹

へ
の
山
径
に
い
な
ら

ぶ
彩
し
い
石
仏
は
、
冬
枯
れ
の
疎
林
の

中
に
喜
怒
哀
楽
の
表
情
が
風
化
し
て
、

そ
の
お
も
て
に
は
、
法
悦
と
炎
に
似
た

猥
雑
の
か
げ
り
だ
け
が
顕

わ
れ

て

い

る
。
そ
し
て
阿
羅
漢
の
一
瞥
は
、
昨
夜

の
酒
宴
に
演
じ
ら
れ
た
奔
放
で
哀
切
な

男
と
女
の
胸
の
う
ち
を
付
度
し
て
、
生

き
て
い
る
う
ち
に
頑
張
り
な
さ
い
と
語

り
か
け
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
ん
な
仏
だ

の
み
を
う
べ
な
う
ほ
ど
昨

夜

は
酔

っ

た
。
エ
ー
デ
ル
の
方
々
が
、
ど
う
し
て

あ
ん
な
に
妖
婉
に
み
え
た
の
だ
ろ
う
。

帰
路
、
小
川
町
の

「忠
七
め
し
」
で

の
別
れ
の
会
で
、
枡
酒
を
日
に
ふ
く
み

な
が
ら
山
の
こ
と
な
ど
忘

れ

て

い
た

し
、
老
杉
と
石
仏
と
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の

ひ
と
た
ち
が
奇
妙
な
色
や
形
に
織
り
な

さ
れ
て
、
私
た
ち
を
も
の
が
な
し
い
少

年
の
日
に
た
ち
帰
ら
せ
て
い
た
。

出
席
者
　
坂
倉
、
斉
藤
（健
）、
高
田
、

斉
藤

（直
）、
二
宮
、
松
井
、
大
木
、

平
柳
他
六
人
　
　
　
　
（平
柳

一
郎
）

高
所
障
害
の
後
遺
症
に

つ

い

て

の

講

演

会

医
療

・
集
会

・
高
所

・

遭
対

・
指
導
各
委
員
会

二
月
十
三
日
、
日
大

・
川
久
保
芳
彦
先
生
に
よ
り
、

「高
所
障
害
の
後
遺
症
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
、
ル
ー

ム
で
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
要
旨
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

で
あ
る
。

八
千
メ
ー
ト
ル
無
酸
素
登
山
後
に
、
自
覚
症
状
と
し

て
物
忘
れ

・
記
銘
力
障
害
を
訴
え
た
二
十
六
歳
男
性
登

山
家
の
実
例
を
提
示
し
て
、
登
山
前
後

に
お
け

る
、

（
一
）
有
関
係

（汽
車
―
電
車
）
・
無
関
係

（ト

ン
ボ

ー
日
本
酒
）
連
結
語
テ
ス
ト
ー
無
関
係
連
結
の
結
果
が

悪
い
、

（二
）
ベ
ン
ト
ン
の
視
覚
記
銘
カ

テ
ス
ト

（図

形
認
識
テ
ス
ト
ー

一
定
時
間
図
形
を
認
識
さ
せ
再
現
さ

せ
る
と
図
形
を
誤
認
し
て
し
ま
う
）、
（三
）
ク
レ
ツ
ペ

リ
ン
検
査

（作
業
量
の
低
下
）、
（四
）
脳
波

テ

ス
ト

（脳
の
覚
醒
レ
ベ
ル
の
低
下
、
発
作
波
の
出
現
）、
（五
）

知
能
テ
ス
ト

（簡
単
な
言
葉
の
概
念
が
よ
く
な
い
）
等

の
結
果
か
ら
、
こ
の
登
山
者
に
は
明
ら
か
に
前
頭
葉
か

ら
頭
頂
葉
に
か
け
て
脳
実
質
の
器
質
障
害
が
明
ら
か
に

る
山
々
が
、
車
掌
と
し
て
中
央
線
に
乗

車
四
千
回
と
い
う
経
験
と
、
実
地
踏
査

・
史
料
に
よ
る
裏
づ
け
に
よ
っ
て
内
容

豊
富
な
文
章
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
あ

っ
て
非
常
な
好
評
を
博
し
て
お
り
、
す

で
に
十
版
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
。
会

員
の
関
心
も
高
く
、
加
う
る
に
山
村
さ

ん
の
人
気
も
あ
っ
て
、
定
刻
に
は
参
加

者
が
ル
ー
ム
を
埋
め
つ
く
す
と
い
う
盛

況
で
あ
っ
た
。

さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
登
山
者
の
同
僚
は
、
こ
の
登
山

者
が
二
回
目
の
無
酸
素
登
山
後
、
日
本
の
冬
山
で
、
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
滑
落
事
故

（発
作
性
）
を
目
撃
し

て
い
る
。

こ
の
実
例
か
ら
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
低
酸
素
状
態

と
前
頭
葉
の
機
能
障
害

（注
意
力
の
減
退
、
プ

ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
不
適
格
性
）
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
最
近
の
無
酸
素
登
山
で
、
下
山
中
の

事
故
、
二
回
日
以
降
の
事
故
が
目
に
つ
く
の
は
、
こ
の

前
頭
葉
の
器
質
障
害
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
と
推
察
さ

れ
る
。
ま
た
低
酸
素
状
態
下
で
の
被
歴
現
象

（
一
度
、

低
酸
素
状
態
下
で
器
質
障
害
が
起
こ
る
と
、
二
回
日
以

降
、
低
酸
素
状
態
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
そ
の
異
常
現
象

が
出
現
し
や
す
く
な
る
）
も
事
故
に
つ
な
が
る
一
因
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
山
登
り
に
対
す
る
種
々

な
る
ポ
リ
シ
ー
は
別
と
し
て
、
仮
に

一
回
目
は
無
酸
素

で
登
っ
て
も
、
二
回
日
以
降
は
、
脳
の
器
質
障
害
を
念

頭
に
お
い
て
行
動
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

一
例
で
物
を
言
う
の
は
危
険
で
あ
る
が
、
事
実
は
事

実
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

遠
征
前
後
に
お
け
る
身
体
チ
ェ
ッ
ク
が
充
分
に
行
な

わ
れ
、
症
例
の
つ
み
重
ね
に
よ

っ
て
、　
一
層
低
酸
素
の

影
響
を
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。
　

（浜
口
欣

一
）

△〓
虫夏

白走
目貝

申
込二

月
の
会
員
懇
談
会
は
、
十
四
日
、

『
車
窓
の
山
旅

・
中
央
線
か
ら
見
え
る

山
』
の
山
村
正
光
さ
ん
に
お
越
し
い
た

総

務

委

員

会

だ
き
、
車
窓
か
ら
の
山
の
展
望
に
ま
つ

わ
る
楽
し
い
お
話
を
伺
っ
た
。

同
書
は
、
中
央
線
の
車
窓
か
ら
見
え

会
員
懇
談
会

『車
窓
の
山
旅

ｏ
中
央
線
か
ら
見
え
る
山
』

山
村
さ
ん
は
、
冠
松
次
郎
氏
の

「山

へ
の
味
倒
」
を
引
用
し
な
が
ら
車
窓
か

ら
山
を
眺
め
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
小
島
鳥
水
、
木
暮
理

太
郎
、
中
村
清
太
郎
と
い
つ
た
日
本
山

岳
会
の
先
輩
が
山
岳
展
望
に
残
し
て
く

れ
た
足
跡
を
紹
介
し
、
現
在
、
わ
れ
わ

れ
が
車
窓
か
ら
山
を
眺
め
て
い
る
の
は

そ
れ
ら
先
輩
の
足
跡
を
辿

っ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
、
と
語
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
足
跡
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
と
も
い
え
る
幾
つ
か
の
発
見
―
富
士

山
、
北
岳
、
奥
穂
が
同
時
に
見
え
る
東

京
起
点

一
六
七

・
五
ｈ
地
点
、
下
諏
訪

か
ら
の
経
ケ
岳
、
信
濃
川
島
か
ら
の
塩

見
、
荒
川
、
赤
石
等
々
―
に
つ
い
て
の

発
見
の
歓
び
を
語
り
、
そ
う
し
た
歓
び

や
登
山
の
楽
し
み
は

「戦
争
に
な
れ
ば

一
発
で
終
わ
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。
平

和
な
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
と
し
み
じ
み
思

(7)

会
。
十
八
日
、
記
念
山
行
、
御

坂
山
塊
前
衛

（芦
川
上
流
）
の

釈
迦
ヶ
岳

（
一
六
四

一
房
）、車

を
お
り
て
徒
歩
二
時
間
。

一
泊
二
食
、
山
行
交
通
費
を
ふ

く
め
、　
一
人
　
八
千
円

四
十
人
前
後
。

五
月
十
日
ま
で
、
〒
畑
甲
府
市

武
田
三
―
六
―
二
七
　
山
村
正

光
ま
で
。

０
０
５
５
２
５
１
３
１
７
５
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う
」
と
結
ん
だ
。

続
い
て
、
″友
情
出
演
″
を
お
願
い
し

た
近
藤
信
行
さ
ん
が
、
わ
れ
わ
れ
に
山

岳
展
望
の
楽
し
み
を
教
え
、
優
れ
た
仕

事
を
残
し
て
く
れ
た
日
本
山
岳
会
の
先

輩
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「何
び
と

に
も

ま
ね
の
で
き
な
い
経
験
を
元
に
し
て
、

踏
査
と
永
年
の
蓄
積
に
よ

っ
て
書
か
れ

た
山
村
さ
ん
の

『車
窓
の
山
旅
』
は
、

新
し
い
発
見
を
含
め
て
、
山
岳
展
望
文

学
の
系
譜
の
中
に
堂
々
と
位
置
す
る
労

作
で
あ
る
」
と
の
評
価
を
与
え
た
。

参
加
者
　
六
十
四
名

（南
川
金

一
）

真
狩

ス
キ
ー
合
宿

北
海
道
支
部

支
部
恒
例
の
ス
キ
ー
バ
ス
に
か
え
、

今
年
は
、
後
方
羊
蹄
山
南
山
麓
の
真
狩

村
山
丈
荘
で
ス
キ
ー
合
宿
が
、
二
月
八

日

（土
）、
九
日

（日
）
の
両
日
、
行
な

わ
れ
た
。

こ
の
集
い
に
参
加
し
た
の
は
橋
本
支

部
長
以
下
十
六
名
、
八
日
午
後
四
時
を

廻
る
頃
よ
り
続
々
馳
せ
参
じ
、
車
九
台

が
行
き
止
り
の
道
路
に
並
ぶ
。
午
後
五

時
よ
り
支
部
委
員
会
。
先
ず
支
部
長
挨

拶
、
続
い
て
議
題
の
、

６１
年
度
事
業
、

支
部
役
員
の
推
薦
、
支
部
規
約

一
部
改

正
、
東
京
の
支
部
長
会
議
報
告
が
行
な

わ
れ
た
。

午
後
六
時
、
楽
し
い
夕
舗
は
、
ビ
ー

ル
で
乾
盃
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
に
珍
味
を

の
せ
た
カ
ナ
ッ
ペ
、
塩
漬
け
の
豚
肉
を

煮
込
ん
だ
シ
チ
ュ
ー
ネ
ン
ポ
ト
フ

（洋

風
お
で
ん
）
を
肴
に
大
い
に
飲

み
食

い
、
支
部
の
活
性
化
の
ご
意
見
を
受
給

わ
る
。

翌
九
日
の
早
起
き
は
、
登
山
組
と
、

飲
ん
べ
い
組
で
あ
る
。
登
山
組
は
、
正

午
に
は
外
輪
に
達
す
る
大
久
保
、
亀
井

の
二
名
、
飲
ん
べ
い
組
は
、
朝
か
ら
迎

え
酒
そ
し
て
、
朝
食
の
饂
飩
で
小
薩
張

り
と
！

支
部
長
自
ら
入
れ
て
下
さ
る
コ
ー
ヒ

ー
で
体
内
の

Ｏ
Ｎ目
い〇
目

を
除
く
努
力

を
し
、
ま
た
の
支
部
行
事
で
の
再
会
を

約
し
散
会
と
す
る
。

参
加
者
　
野
田
四
郎
、
井
出
雅
人
、
三

浦
勝
幸
、
橋
本
誠
二
、
平
野
明
、
亀
井

秀
子
、
澤
田
長
子
、
土
屋

一
彦
、
高
澤

光
雄
、
大
久
保
五
郎
、
佐
々
木
孝
雄
、

小
林
年
、
久
保
田
優

一
、
河
村
皆
子
、

柳
田
凍
子
、
坂
田
昌
実
、
河
村
耕
平
。

二
月
理
事
会

２
月
１２
日
　
午
後
６
時
５０
分

場
所
　
本
会
ル
ー
ム

出
席
者
　
今
西
会
長
、
大
塚
副
会
長
、

鴫
原
、
橋
本
、
大
橋
、
浜
日
、
梅
野
、

鈴
木
、
新
井
、
岡
沢
、
関
塚
各
理
事
、

中
村
、
松
田
、
宮
下
各
評
議
員

委
任
　
山
田
副
会
長
、
高
遠
、
絹
川
、

太
田
各
理
事
、
竹
田
監
事

審
議
事
項

◎
会
費
改
訂

（案
）
に
つ
い
て

二
月
五
日
開
催
の
支
部
長
会
議
の
意

見
を
参
考
に
し
た
財
務
委
員
会
案
を
提

示
、
審
議
の
結
果
、
総
会
に
定
款
変
更

ｏ
会

務
報
告

図 書 受 入 報 告

図 書 委 員 会

昭和 60年 7月分受入図書

1。 秋田県「粕毛川源流部自然環境調査報告書」秋田県自然保護

課 1985(版元寄贈)

2.平田恒雄編「ながれ星 佐田友啓壮,八橋健治遺 稿 及 び追

悼」広島山の会 1985(版元寄贈)

3。 佐藤勉著「我が南会津」現代旅行研究所 1985(佐藤勉氏寄

贈)

4. Miller Mike “Alaska; the great land''Sie]ば a C)lub 1974

(佐々保雄氏寄贈)

5. ``3BepecT-82''Φ И3KyЛЬTypa И CΠOpT 1984(l畢「入 )

6。 早稲田大学山岳部編「時報 第 24号 アンデス合宿報告」

早稲田大学山岳部 1985(版元寄贈)

7。 山岳巡礼倶楽部編「ガムス 五十周年記念号」山岳巡礼倶楽

部 1985(版元寄贈)

8。 Mayer Cert“ Berg'85 Alpenvereinsjahrbuch"

9e周正著「氷山雪嶺二千年,中国登山史話 山岳名著選集」ベ

ースボール・マガジン社 1985(版元寄贈)

10。 相馬勉編「日本山岳会学生部ボゴダ山登山隊 1982年 の報

告」日本山岳会学生部ボゴダ山登山隊 1982(版元寄贈)

11。 芦沢一洋著「アウトドア・ ものローグ」森林書房 1985(版
元寄贈)

12.永 田芳男著「高山植物 基本 50」 森林書房 1985(版 元寄

贈)

13.水野仲彦著「きのこ 基本 50」 森林書房 1985(版元寄贈)

14。 永田芳男著「野の花 基本 50」 森林書房 1985(版元寄贈)

15。 上村幹雄著「片雲往来 私の山路歴程」学生書房 1985(井
日正男氏寄贈)

16。 上村幹雄著「私の山路歴程 (年譜),昭和 58年までの 山行

他」学生書房 1985(井 日正男氏寄贈)

17.飯田睦治郎著「登山入門シリーズ 7 山の天気と予知」山

と渓谷社 1985(版元寄贈)

18。 岡本洋典著「雨竜沼 秘められた北の湿原」北海タイムス

1985(岡本洋典氏寄贈)

19.林弥栄著「日本の樹木 山渓カラー名鑑」山と渓谷社 1985
(版元寄贈)

20。 白石勝彦著「源流の釣 り,大イワナの世界」山 と渓 谷社
1985(版元寄贈)

8月分受入図書

1。 高橋喜平他著「岩手の山やま」谷印刷出版部 1985(高橋亭

夫氏寄贈)

2。 小池潜著「日本の名峰 21 雲ノ平 0笠・裏銀座」山と渓谷

社 1985(版元寄贈)

3.大谷尚樹 新隆浩共著「登山入門シリーズ 8 山の危険と

サバイバル」山と渓谷社 1985(版元寄贈)

4。 阿部和行著「水と神話の国ぐに」水道産業新聞社 1985(阿
部和行氏寄贈)

5.文部省「高みへのステップ,登山技術」東洋館出版社 1985
(山 田二郎氏寄贈)

6。 文部省「高みへのステップ,登山技術」東洋館出版社 1985
(文部省寄贈)

9月分受入図書

1。 栗林一路著「登山家の古典散歩」新潮社 1985(版元寄贈)

2。 杉本誠著「山の写真と写真家たち」講談社 1985(杉本誠氏

寄贈)

3。 新妻喜永著「日本の名峰 15 八ガ岳連峰と蓼科山」山と渓

谷社 1985(版元寄贈)

4。 白旗史朗著「山に憑かれて」成美堂出版 1978(版元寄贈)

5。 白旗史朗著「続・山に憑かれて」成美堂出版 1985(版元寄

贈)

6。 竹中昇著「風狂を尽して,竹中昇遺稿追悼集」創作社 1985

(竹中裕氏寄贈 2冊 )

7.内田良平著「ネパール百描」小学館 1985(内 田良平氏寄贈)

(8)
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の
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
設
立
承
認

◎
国
際
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

後
援
依
頼
の
件
　
　
　
　
　
　
　
承
認

報
告
事
項

◎
支
部
長
会
議
報
告

二
十
支
部
の
う
ち
、
福
岡
、
岐
阜
支

部
以
外
の
十
八
支
部
よ
り
出
席
。
会
費

改
訂
問
題
に
つ
い
て
理
事
会
側
よ
り
提

案
、
説
明
、
討
論
。
そ
の
他
事
務
報

告
。
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
懇
談
会
の
計
画
等

説
明
。

◎
各
委
員
会
報
告

、
総
会
を
二
月
十
六
日

（金
）
に

に
″
1)

て

り
活

説
明

決
定
。

と
し
て
提
案
し
、
六
十
二
年
度
よ
り
会

費
を
改
訂
す
る
こ
と
に
す
る
。
　

承
認

◎
京
都
支
部
設
立
承
認
の
件

発
起
人
代
表
今
西
錦
司
氏
よ
り
、
支

部
設
立
に
必
要
な
関
係
書
類
を
添
付
し

た
設
立
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
。
検
討

追
悼

名
誉
会
員

交

野

武

一

氏

（会
員
番
号

一
〇
六
八
）

二
月
十
四
日
朝
刊
を
ひ
ろ
げ
て
我
が

目
を
疑

っ
た
。
「交
野
武

一
さ
ん
焼
死
」

昨
夜
の
電
話
が
悪
夢
の
よ
う
に
思
え
、

生
前
の
彼
の
姿
が
走
馬
灯
と
な
っ
て
駆

け
め
ぐ
り
だ
し
た
。
上
京
す
る
と
き
は

山
靴
で
ル
ッ
ク
を
背
に
立
ち
寄
ら
れ
、

盃
を
手
に
し
て
大
猫
の
長
い
話
し
の
続

く
の
が
常
で
あ
っ
た
。

最
後
の
電
話
で
の
一
こ
ま
は
こ
ん
な

こ
と
だ
っ
た
。

お
れ
が
マ
ツ
キ
ン
レ
ー
に
行
く
と
き

槙
さ
ん
が
見
送

っ
て
来
ら
れ

「隊
長
は

臆
病
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
」
と
言

わ
れ
、
そ
れ
を
守

っ
て
来
た
ん
だ
。
だ

け
ど
お
れ
は
生
れ
つ
き
と
て
も
臆
病
で

気
が
小
さ
い
ん
だ
よ
。

こ
の
話
し
は
豪
快
に
み
え
る
彼
が
本

心
を
正
直
に
、
素
直
に
話
し
て
く
れ
た

の
だ
と
思

っ
て
い
る
。
私
が
彼
に
ほ
れ

る
理
由
が
こ
の
へ
ん
に
あ
っ
た
の
だ
。

多
く
の
古
典
を
ひ
も
と
き
山
里
の
生
活

に
自
由
を
求
め
て
い
た
彼
に
、
世
の
人

び
と
の
批
判
も
あ
ろ
う
が
、
誰
に
も
出

来
な
い
こ
と
を
や
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
よ
り
も
高
い
。

（辰
沼
廣
吉
）

高

橋

　

照

氏

（会
員
番
号
三
〇
四
七
）

通
称
テ
ル
さ
ん
は
東
京
で
生
ま
れ
、

中
央
大
学
在
学
中
に
前
穂
高
四
峰
正
面

壁
、
三
峰
の
新
ル
ー
ト
開
拓
の

・記
録
を

残
す
。
「
山
人
ク
ラ
ブ
」
に
入
り
福

島

周
二
代
表
か
ら
岩
登
り
の
手
ほ
ど
き
を

受
け

「
日
本
登
高
会
」
で
は
海
野
治
良

氏
と
組
ん
で

「
山
と
闘
う
」
「氷
雪
技

術
」
を
共
著
で
発
刊
し
た
。

戦
後
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
と

「山
岳
巡
礼
ク
ラ

ブ
」
に
入
会
し
、
岳
連
運
動
に
尽
力
さ

れ
た
。　
一
九
六
二
年
全
日
本
山
岳
連
盟

の
第
ニ
ジ

ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
登
山

隊
隊
長
と
し
て
ビ
ッ
グ

・
ホ
ワ
イ
ト

・

ピ
ー
ク
に
挑
み
、
七
人
の
全
隊
員
を
初

登
頂
さ
せ
た
。
こ
の
記
録
を
テ
ル
さ
ん

は
十
六
ミ
リ
映
画
に
収
録
し
た
。
そ
の

映
画
が
こ
の
年
の

「民
間
テ
レ
ビ

・
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
最
優
秀
賞
」
を

獲
得
し
、
そ
の
撮
影
技
術
は
高
く
評
価

さ
れ
た
。

学
生
時
代
か
ら
の
酒
豪

で
、
映

画

酒
豪
藤
田
進
氏
と
山
頂
で
飲
み
く
ら

を
し
て
勝

っ
た
と
自
慢
し
て
い
た
。

調
安
曇
節
を
上
手
な
節
ま
わ
し
で
歌

た
り
、
ス
キ
ー
も

一
級
の
腕
前
と
い

は
二
男

一
女
を
も
う
け
た
が
、
家
業

釦
間
屋
は
家
族
に
ま
か
せ

「
ヒ
マ
ラ

話
術
家
振
り
を
見
せ
て
い
た
が
、
六

年
六
月
食
道
が
ん
が
発
見
さ
れ
、　
コ

ル
ト
治
療
で
全
快
し
た
と
言
っ
て
い

が
脊
髄
に
転
移
し
て
い
て
、
本
年
二

二
十

一
日
帰
ら
ぬ
人
に
な
っ
た
。

七
十

一
歳
。

た
。

千
葉
の
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
光

青
懇
、
ブ
ー
タ
ン
講
演

会学
生
部
集
会

図
書
委
員
会

支
部
長
会
議

自
然
保
護
委

理
事
会

医
療
委
講
演
会

会
員
懇
談
会

山
岳
図
書
を
語
る
夕

総
務
委

婦
懇
委
員
会

会
報
編
、
医
療
委

総
務
委

婦
人
懇
談
会
研
究
会
、

自
然
保
護
委

フ
イ
ル
ム
委
、
財
務
委

科
研
委

今
月
の
来
室
者
聞
名

さ
ん
の
訃
報
を
突
然
、
羽
賀
正
太
郎
君

受
け

よ
り
病
原
を
根
絶
し
た
と
、

で
い
た
姿
が
日
に
浮
ん
で
く
る
。

器
用
人
で
も
あ
っ
た
。

七

一
年
に
は
東
京
都
山
岳
連
盟
の
マ

カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
に
居
る
こ
と
の
多
い
彼

る
が
、
在
京
中
は
土
曜
会
が
唯

一

ナ
ス
ル
西
壁
登
山
隊
隊
長
を
引
受
け

で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

い

困
難
な
ル
ー
ト
か
ら
の
登
頂
に
成
功
し

ル
ー
ム
の
奥
で
あ
ぐ
ら
を
か
き
、

た

。

の
気
ど
ら
な
い
照
さ
ん
が
眼

恋
愛
結
婚
し
た
そ
の
夫
人
と
の
間
に

を
き
め
こ
み
、
毎
年
の
大
半
は

征
隊
で
、
ま
た
は
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
で
世

話
に
な
っ
た
人
達
の
よ
う
だ
。

ネ
パ
ー
ル
暮
ら
し
を
し

「秘
境
ム

ス
タ

ン
潜
人
記
」
「
ネ
パ
ー
ル
曼
陀

羅
」

ん

君
は
幸
せ

な
人
だ

人
間

ど
の
著
書
を
発
表
し
、
友
・

ん

だ
と

き

そ

の

人
の
価
値
が
判
る

巻
い
て
い
た
。
土
曜
会
メ
ン
バ
ー
と
し

と

い
う

が

ん
な
に
多

の

人

に
惜

今
年
は
私
の
年
、
寅
年
な
の
で
キ

て

と
良
く
な
る
と
言
っ
て

い
た

の
に
‥

…
。
　
　
　
　
　
　
　
（高
橋
定
昌
）

土
曜
会
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い

は
勿
論
、
若
い
連
中
の
多
く
は
遠

土
曜
会
は
照
さ
ん
と
い
う
目
標
が
な

っ
た
。
悲
し
く
淋
し
い
こ
と
で
あ

る
。
で
も
照
さ
ん
は
今
ご
ろ
ブ
ー
タ
ン

あ
た
り
の
空
を
大
勢
の
山
友
達
と
飛
び

い
る
こ
と
で
し
よ
う
。

ん
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
下

。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

（星
野
　
重
）

て
…
…
。
そ
う
は

い
う
も

の
の

退
会

き
て
居
て
ほ
し
か
っ
た
。

３
日

（月
）

５
日

（水
）

６
日

（本
）

７
日

（金
）

８
日

（土
）

１０
日

（月
）

１２
日

（水
）

１３
日

（木
）

１４
日

（金
）

１５
日

（土
）

１７
日

（月
）

１８
日

（火
）

２１
日

（金
）

２４
日

（月
）

２５
日

（火
）

２６
日

（水
）

２８
日

（金
）

会
員
移
動

９

０

８

１

物
故

１
０
６
８
　
交
野

６
３
８
７
　
荻

３

０

４

７

　

高

橋

武

一

（
２

ｏ
ｌ３
）

千
賀

（
２

・
９
）

照

（２

・
２１
）

飯 油 大
田 井 谷
良
太  悦
郎 宏 子

(9)

″じ
1

ム

流
石
、
照
さ
ん
の
お
葬
式
だ
。
古
い

「富
士
山
頂
」
の
技
術
指
導
で
主
演
の

か
ら去

年
、

二
月
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I JAC70周年記念出版として好評l0年…この機会に山の古典を味わってみませんか／

解
題
書
•
特
別
資
料
付

企
画
・
編
集／
日
本
山
岳
会

現
金
価
格
1
9
0

、

0
0
0

円

日
本
風
景
論
志
賀
重
昂

日
本
山
嶽
志

高
頭
式
編

日
本
ア
ル
ブ
ス
全
四
巻
小島
鳥
水

ア
ル
ペ
ン
行

唇
柔
員
信

日
本
ア
ル
プ
ス
と
秩
父
巡
輯
田

部
重
お

山
行

損
有
恒

黒
部
硲
谷
冠
松
次
郎

山
ー
研
究
と
随
想
大
島
亮
吉

山
と
雪
の
日
記
板
倉
勝
宣

雪
・
岩
・
ア
ル
プ
ス
藤
木
九
―
―
―

尾
瀬
と
鬼
怒
沼
武
田
久
吉

ス
ウ
ィ
ス
日
記
辻
村
伊
助

ハ
イ
ラ
ン
ド
辻

村
伊
助

氷
河
と
萬
年雲
の
山
小
島
烏
水

北
の
山
伊
藤
秀
五
郎

山
岳
省
察
今
西
錦
司

M
o
u
n
t
a
i
n
e
e

『
i
n
g
a
n
d
 E
x
p
l
o

『a
.

t
i
o
n
 
in 
t
h
e
 J
a
p
a
n
e
s
e
 A
l
p
s
 

日
本
ア
ル
ブ
ス
登
山
と
探
検

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン

ー
，

別
巻
山
の
憶
ひ
出
全
＿

・

一
巻

木
暮
理
太
郎

新
装
増
補
版

●
解
題
書

覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著
解
題

日

本
山
岳
会
編

●
特
別
資
料

一
日
本
山
岳
会
「
會
報
」
覆
刻
合
本

ー
[
-
号
1
第
一

0
0号

5
8
本
の

山
岳
名
著

解
題
書
•
特
別
資
料
2

点
付

企
画
・
編
集／
日
本
山
岳
会

現
金
価
格
1
7
5

、

0
0
0

円

名
山
圏
譜
全
一
＿
＿
巻
谷
文
晃

迦
多
賀
嶽
再
興
記

播
径
上
人

信
州
鎗
嶽
暑
縁
起
播
隆
上
人

石
狩
日
誌
松
浦
武
四
郎

山
岳
紀
行
六
種
（
私
家
版
）
松
浦
武
四
郎

乙
酉
掌
記
他
五
種

欧
洲
山
水
奇
勝
全
二
巻
高
島
北
海

富
士
案
内
野
中
至

西
蔵
旅
行
記
全
二
巻

河
口
慧
海

山
水
無
霊
蔵

小
島
烏
水

ヒ
マ
ラ
ヤ
行

鹿
子
木
員
信

鮭
瀑
に
逝
け
る
人
々
棗
帝
圃
大
學
山
の
●
編

山
岳
美
観
吉
江
喬
松

山
の
糟
本

尾
崎
喜
八

先
縦
者
大
島
亮
吉

白
頭
山
京
都
帝
國
大
學
白
頭山
碍
征
翌
編

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
手
記
小
島
烏
水

ナ
ン
ダ
・
コ
ッ
ト
登
攀
竹節作
太

山
に
描
く
足

立
源
一
郎

P
l
a
y
g
r
o
u
n
d
 o
f
 t
h
e
 F
a『
E
a
s
t

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン

山
岳
礼
拝
（
新編
集
）
中
村清
太
郎

●
解
題
書
『
新
選
覆
刻
日
本
の

山
岳
名
著
解
題
』
日
本
山
岳
会
編

●
特
別
資
料
日

日
本
山
岳
会
『
會報
ふ
j-

-
0
0江[
I

●
特
別
資
料
回
．

．

播
隆
上
人
筆『
鎗
ヶ
嶽
績
圏
』

' 塁
打
本
の

山
岳
名
著

大修館書店 9内容見本呈T 101 東京都千代田区神田溝町3 24 紐豆940504 屯話03)294 2221 く大代表〉 在庫僅少／］
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お

知

ら

せ

○
海
外
委
員

会

よ

り

二

つ

▽
ポ
‥
ラ
ン
ド
山
岳
会
員と

の
交
歓
登
山

本
会
が
例
年
行
な

っ
て
い
る
海
外
友

好
交
歓
登
山
の
一
環
と
し
て
本
年
は
ポ

ー
ラ
ン
ド
か
ら
冬
期
エ
ベ
レ
ス
ト
遠
征

隊
の
ア
ン
ジ

エ
イ

・
ザ
ヴ
ア
ダ
隊
長
、

初
登
頂
者
の
チ
フ
ィ
、
ビ
エ
リ
ッ
キ
両

隊
員
を
含
む
七
名
を
お
迎
え
し
ま
す
。

一
行
は
五
月
十
四
日
に
来
日
し
、
小

川
山
や
穂
高
岳

へ
登
山
し
ま
す
が
、
五

月
十
八
日
は
箱
根
周
辺
、
二
十
四

・
二

十
五
日
は
富
士
登
山
を
会
員
相
互
の
交

歓
の
た
め
行
な
い
ま
す
の
で
、
会
員
諸

氏
が
奮

っ
て
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
六
月

一
日
は
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭

・

に
、
六
月
二
日
は
、
十
八
時
か
ら
新
宿

一

の
安
田
生
命
ホ
ー
ル
で
行

な

わ
れ

る

一

『映
画
と
講
演
会
』
に
参
加
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
事
務
局
に
お
尋
ね
下
さ

▽
映
画

『植
村
直
己
物
語
』
観
賞
券

六
月
七
日
よ
り
東
宝
系
の
映
画
館
で

上
映
さ
れ
ま
す
。
会
員
だ
っ
た
植
村
氏

が
行
っ
た
、
世
界
の
風
景
が
綺
麗
に
撮

れ
て
い
ま
す
。

観
賞
券

一
五
〇
〇
円
を

一
二
〇
〇
円

で
お
頒
け
し
ま
す
。
お
求
め
は
事
務
局

ま
で
。　
　
　
　
　
　
　
海
外
委
員
会

○
東
北
プ
ロ
ッ
ク

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（山
形
）

岩
手

・
官
城

・
福
島

。
秋
田

・
山
形

の
東
北
五
支
部
集
会
を
次
の
通
り
開
催

し
ま
す
。
他
支
部
の
会
員
も
大
歓
迎
で

す
。
奮

っ
て
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
　
五
月
二
十
四
日

（土
）、　
二
十

五
日

（
日
）

場
所
　
湯
殿
山
　
仙
・

時
集
合
、
受
付

行
事
　
二
十
四
日
、
午
後
三
時
三
十
分

支
部
事
務
担
当
者
打
合
わ
せ
。
四
時
、

月
山
の
地
学
ま
た
は
修
験
道
に
関
す

る
講
演
。
六
時
、
懇
親
会
。

二
十
五
日
、　
ス
キ
ー
パ
ー
テ
ィ
は

仙
人
沢
―
志
津
―
姥
ケ
岳

の

ス
キ

ー
。
登
山
パ
ー
テ
イ
は
仙
人
沢
―
湯

殿
山
神
社
―
月
光
坂
―
姥
ケ
岳

◎
両
パ
ー
テ
ィ
と
も
姥
ヶ
岳
に
て
十
時

に
解
散

会
費
　
一
万
円

申
込
締
切
　
五
月
十
日
ま
で
に
山
形
支

部
　
村
上
勝
太
郎

（〒

剛

鶴
岡
市

本
町
ニ
ノ
三
ノ
一　
電
話

ｏ
Ｎ
ωｕ‐健
‐

．
０
０
０ヾ
）

○
第
六
回

「
日
本
登
山
医
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

開
催
の
お
知
ら
せ

私
達
、
山
行
を
行
な
う
際
、
山
の
高

い
低
い
に
か
か
わ
ら
ず
身
体
に
は
、
呼

吸
機
能
、
循
環
機
能
、
消
化
機
能
、
代

謝
、
寒
冷
ス
ト
レ
ス
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

お
知
ら
せン

ダ
ー
と
な
り
、
版
型
や
体
裁
も
変

五
ミ
リ
、
厚
さ
約
八
ミ
リ
、
胸
の
ポ

わ
り
ま
す
。
横
八
五
ミ
リ
、
縦

一
四

で
す
。

し
て
、
全
会
員
の

皆
様
に
ご
使
用
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い

ケ
ツ
ト
に
収
ま
る

大
き
さ
で
す
。
刊

行
は
六
月
中
旬
予

定
。
会
員
手
帳
と

負
荷
が
加
わ
り
ま
す
。

秘
等
）
―
高
山
病

日
本
登
山
医
学
シ
ン

医
者
ば
か
り
で
な
く
、

の
話
も
用
意
さ
れ
て
お

皆
様
、
お
誘
い
合
せ

出
席
下
さ
い
。　
　
　
・

記

会
期
　
五
月
二
十

一
日

の
中
で
医
学
的
現
象
に
興
味
を
持
つ
人

達
の
勉
強
会
で
す
。
今
回
は
、
特
別
講

演
と
し
て
、
細
胞
レ
ベ
ル
で
の
高
山
病

ポ
ジ
ウ
ム
は
、・

山
に
行
く
人
達

り
ま
す
。

の
上
、
是
非
ご

時
―
六
月

一
日

（日
）

終
了

（土
）

十
三

十
二
時

川
崎
市
宮
前
区
菅
生
二
〇
九
五

特
別
講
演
　
大
平
充
宣
　
助
教
授
。

フ
シ
ン
ト
ン
医
科
大
学

・
内
科

（低
酸
素
状
態
が
細
胞
の
代
謝
に
ど
の

よ
一り
に
影
響
し
、
細
胞
は
そ
れ
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
適
応
す
る
か
、
低
酸
素

下
で
骨
格
筋
及
び
心
筋
の
酵
素
活
性
は

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
）

懇
親
会
　
五
月
二
十

一
日

（土
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後

会
長
　
長
尾
悌
夫
　
聖
マ
リ
ア
ン
ナ

医
大

・
整
形
外
科
教
授

医
療
委
員
会

○
若
葉
会
山
行
の

お

知

ら

せ

集
会
委
員
会
の
第
十
回
若
葉
会
山
行

を
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。

場
所
　
十日
場
山

（
二
一
四
五
房
）

コ
ー
ス
　
Ａ
　
和
田
小
屋
―
苗
場
山
―

小
赤
沢

（約
八
時
間
）

Ｂ
　

バ
ス
に
て
小
赤
沢

へ
入

，
苗

場
山
に
裏
側
よ
り
途

中

ま

で
一登

る

。
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

一

集
合
‥
解
散
　
六
月
十
四
日

（土
）
午

前
七
時
、
越
後
湯
沢
駅
前
集
合
。

十
五
日

（日
）
朝
、
現
地
に
て
解

散
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

参
加
費
　
九
五
〇
〇
円

（宿
泊
代

・
夜

朝
食
代

・
懇
親
会
費
を
含
む
）

※
前
日
十
三
日

（金
）
現
地
宿
泊
希
望

の
方
は
、
素
泊
り
三
五
〇
〇
円

（十
四

日
山
行
時
の
昼
食
手
配
も
可
）
の
宿
を

ご
紹
介
致
し
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
ご
連

絡
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

※
な
お
、
山
菜
勉
強
会
を
五
月
三
十
日

に
ル
ー
ム

（会
費
八
〇
〇
円
）
で
行
な

い
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
五
月
二
十
日
ま
で
に
事

務
局
に
お
願
い
致
し
ま
す
。集

会
委
員
会

昭
和
六
十

一
年
四
月
二
十
日
発
行

虚

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五
―
四

サ
ン
ビ

ユ
ウ

ハ
イ
ツ
四
番
町

発
行
所

灘
畑
　

日

本

山

岳

会

発

行

者
　
今
　
西
　
寿
　
雄

編
集
代
表
　
岡
　
沢
　
祐
　
吉

電
話
東
京

（２６１
）
四
四
三
三

振
替
口
座
　
東
京
三
―
四
八
二
九
番

東
京
都
港
区
六
本
木
三
ノ

一
ル
〓
”

印
刷
所
　
　
株
式
会
社
　
技
　
報
　
堂

日
時

四

日

五

六
月
十

（
日
）

(11

一
●
“
■
●
■
●
〓

警
■
薫
等
一

■

●
―
‐
―――――……
ｉ

ｌ

二
〓

会
報
十

よ
う
に
、

便

会
場

現

し

プ

ス

で

は
、
山

*
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